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第� 1章緒 言

胃酸分泌機序の究明に関しては，� 1897年神経性胃分泌

機序において発表した� Pavlov1
)2)の実験や，� 1906年� 

Edkin仰のガストリン性分泌機序の研究など幾多の発表

がある。

胃酸は胃液による消化作用において，ペプシンととも

に主役を演じ，前者が後者の至適環境を作るという意味

においても，胃分泌機序の研究は，胃酸分泌を中心とし

て発展してきたり5)。また，その実験対象としては，犬

の胃嚢が多く用いられてきた。その問，分泌機序の解析

のために，神経除外を意図して，いくつかの胃嚢の作製

が試みちれてきているへ
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文献

附図�  

1925年� Ivy，Farr・ellは7〉，乳腺部に腹部神経を完全

に除外した胃嚢犬を二期的に作ったが，胃嚢に充分な血

液を供給できず，胃粘膜の萎縮をきたし，胃塩酸の分泌

はほとんどみられず，その機能は衰退して，その意図は

作製の試みに終わっている。� 

1927年� Lim，Looおよび� Liuはペ完全に神経支配

を断ちきるために，アルミニューム製のチューブを用い

て，直接血管吻合をし，胃嚢の頚部への遊離移植を試み

たが，胃分泌機序究明にまで、至っていない。� 

Heidenhaill氏胃嚢は叩ペ一般には迷走神経が除外

された胃嚢として，これまで多くの実験に使用されてき

たが，血管に沿って交感神経がはいっていることは，疑

う余地のないことであり，さらにこの交感神経ととも
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に，腹腔神経叢から出た副交換神経は，胃嚢に分布する に，副交感神経線維は，血管に泊って Heidenhain氏胃

可能性が充分考えられる 11)1叩 3)14)。 また， Heidenhain 嚢に到達しうることが考えられる。また，以上の根拠か

氏胃嚢における牌動静脈の周囲組織を剥離して，完全に ら， Heidenhain氏胃嚢における牌動静脈の周囲組織を

神経を除外しようと試みた Gregory氏胃嚢も 15〉16〕17〉lB〉， 剥離し，完全に神経を除外しようと試みた Gregory氏

技術的には完全さを期し難く，神経の支配を受けている

ことも多いものと考えられる。

本研究の目的は，胃の神経性分泌機序について，究明

しようとするところにあり，そして，本研究の意義は，

神経の影響を完全に除外した胃嚢を創案作製し，その方

法で，神経性分泌機序に新しい知見を得た点にある。す

なわち，中山式細小血管吻合器19)町を用いて血管吻合を

行ない，胃嚢を頚部に遊離移植して，腹部の神経を完全

に除外した自家ならびに同種移植胃嚢を作製し，胃の神

経性分泌機序について検索を行なった。

第 2章研究方法

実験動物は，雑種成犬を用いた。これまで作製されて

きた胃嚢は，いずれも神経除外という点では不完全であ

ることを， Heidenhain氏胃嚢ならびに Gregory氏胃

嚢にて実証し，本研究目的の根拠のーっとした。

次に，神経支配を断ち切った胃嚢として，中山式細小

血管吻合器を用いて，頚部に自家遊離移植胃嚢を創案作

製した。これについての基礎的研究，さらには移植胃嚢

の組織学的，ならびに胃酸分泌について検索を行なっ

た。

次に，同一犬に， Heidenhain氏胃嚢， Gregory氏胃

嚢，および、遊離移植胃嚢の三つの異なったタイプの胃嚢

を順次に作製改造移植し，それらの胃嚢聞の胃酸分泌に

ついて検討を加えた。

また，遊離移植胃嚢では，同一犬頚部両側に，自家お

よび同種の二種類の胃嚢を作製し，胃酸分泌について比

較検討した。

第 1節 Heidenhain氏胃嚢および Gregory氏胃嚢に

おける胃大雪側に分布する神経の解剖学的検

索 

Heidenhain氏胃嚢は，一般には迷走神経は遮断され

ていると考えられている。なぜならば，迷走神経は，噴

門部および胃の小雪側に分布していることは解剖学的に

明らかであり， Heidenhain氏胃嚢は，迷走神経分布部

位とされている部分と，全層が分離されているからであ

る。しかし，解剖学者たちは，腹部の迷走神経幹は，腹

腔神経叢に分枝していることを立証している。この点か

ら， Babkinによって示唆されたように，交感神経ととも

胃嚢も，実際問題として，神経の除外という点では不完

全ではないかと考え，このことに関して検索を行なった。

第 l項 Heidenhain民胃嚢における牌動静脈に沿う

神経の検索 

Heidenhain氏胃嚢の牌動静脈を，周囲組織を含めて

切断し，ヘマトキレ/リン・エオジン染色を施した。明ら

かに神経を認む(図 1)。

第 2項 Gregory氏胃嚢における牌動静脈に沿う神

経の検索 

Heidenhain氏胃嚢の牌動静脈を，約 2cmにわたっ

て，周囲組織を丹念に剥離して，作製した Gregory氏

胃嚢の血管の剥離部分を切断し，顕微鏡下に検索する

に，血管周囲に，なお神経を認む(図 2)。この場合，完

全に血管周囲組織の神経を剥離するためには，当然血管

外膜まで剥離しなければならず21)均  23)，この操作は，血

腫や血管損傷が生じたが，それらの，胃嚢への悪影響も

あって，実際には，完全な剥離は困難であった。

第 3項小括  

Heidenhain氏胃嚢において，牌動静脈に沿って，胃

の大壁側にはいり込む神経は確かに存在する。 

Gregory氏胃嚢では，胃嚢の健全を完うして，しか

も血管の外膜まで，神経を完全に剥離するのは困難であ

り，実際問題として，牌動静脈に沿った神経はなお存在

した。

第 2節 自家遊離移植胃嚢の基礎的研究

中山式細小血管吻合器を用いて，胃底部から大轡側の

一部にわたる胃の部分を，頚部に自家遊離移植する方法

(図 3)と，その移植胃嚢についての基礎的研究を行なっ

た。

第 l項 胃嚢の作製方法

雑種成犬 10頭を用いた。実験犬は，術前 12時間絶食

をする。ペントパjレピタールソーダ 25mgjkgの静脈麻

酔下で，上腹部正中切聞により開腹した。大雪側にはい

る血管を損傷しないように牌動静脈を遊離する。中山式

胃切除器を用いて， 10""'-'12 cmの切断線をもって，胃底

部から大雪側の一部を含む部分を切断する(図 4)。 残

胃切断面に撲膜縫合を行なう。次に，胃嚢の切断面に小

切聞を加え，ここからわれわれが改良作製した内板と胃

液採取口蓋とよりなるナイロン製のカニューレ(図 5)

を，胃嚢内腔に挿入し，新たに胃嚢に約 0.5cmの小切
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図� 3. 遊離移植胃嚢(細小血管吻合器使用)

図� 4.

図� 5.

闘を加えて，ここからカニューレの胃液採取口を突出さ

せる。切断面の全層と媛膜縫合とを行なう(図的。牌摘

を行ない，周囲組織を鈍的に充分剥離してから牌動静

脈をなるべく長くするように，血管釦子をかけて切断す

る。 その断端には，ヘパリン� 2，"，，� 3滴を滴下しておく。

遊離された胃嚢は，約� 37
0

Cの生理食塩水に浸したガー

ゼでおおっておく。次に，頚部，すなわち胸骨乳突筋内

縁と鎖骨上縁刊に泊って，鍵型切聞を加える。� A.omo・� 

cervicalisおよび� V.jugu1aris25
)26)を周囲組織より剥

離露出する(図� 7) A. omocervica1isに血管室甘子をか0 

けて，これを切断する。 同様に，� V. jugu1arisを切断

する。次に，中山式細小血管吻合器を用いて，動静脈の

吻合を行なうのであるが，まず，� A. omocervicalisな

らびに，胃嚢の牌動脈を，それぞれ血管吻合輪把持紺子

のリング孔に入れ，孔壁に突出している小さい針に，血

管内膜を損傷しないように，充分注意して，血管壁を醗

転固定する(図的(図的。両把持鉛子を合わせ，坐圧鉛

子で固く抑えて，吻合を終わる(図� 10)。血管鉛子を除

去すると，血液は吻合血管中を流れる。次に静脈吻合を

行なうのであるが，一度血管錯子を除去して，血液を胃

嚢内や吻合する静脈内を流して，血流の保持を確認した

のちに，同様にして，胃嚢の静脈と� V.jugu1avisとを

吻合する。静脈は� しばしば，血栓を生じたり，吻合不p

全を起こすことが多く，操作に特に，注意を払った。吻

合血管が屈曲しないように注意して，胃嚢を頚部皮下に

埋没する。この場合，胃嚢のおかれる皮下部分は，胃嚢

およびその血管が，強く圧迫されないように，必要なら

ば，胸骨乳突筋，あるいは，� M. Sternooccipitalisなど

の筋を切断しでも，充分な空隙を作ることが肝要であ

る。皮膚に小切闘を加えて，ここからカニューレの胃液

採取口を出し手術創を縫合して終わる(図� 11)。術後管

理としては，術後� 3日聞は，毎日リンゲ、ノレ氏液� 500ml， 

5%ブドウ糖液� 500mlを，点滴静注もしくは，皮下注射
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した。食餌は，術後� 3日間は，牛乳を主体とした流動 のものを用いたが，静脈吻合の場合には，リングは大き

食，その後は線維の少ないものを主体として，これを軟 めのものを用いると吻合後の経過がよかった。

かく煮て与え，第� 10病日より普通食とした。移植後� 3 第� 2項 組織学的研究

日聞は，クロラムフェニコール� 500mgを筋注した。な 移植後，吻合血管の閉塞した例では，その時期を問わ

お，血管吻合用リングの大きさは，静脈では，内径� 3 ず，粘膜の変化は著明であったが，吻合血管の開存して� 

m mから� 4mmのものを，動脈では，� 2mmから� 4mm いた例では，変化は認められなかった。たとえば，移植

後� 2ヵ月経った胃嚢の粘膜細胞をみると，萎縮，円形細

胞，および結締織の浸潤，主細胞や壁細胞の減少などの

変化は認められず，全く正常像を呈した(図� 12)。

第� 3項分泌機能の研究

移植直後から胃液を採取したが，術後平均� 3日以後か

らは，胃液中の血液は消失した。胃液量は漸次増加の傾

向を示し，第� 7病日頃は，� 10頭の実験犬の可滴定酸� 24

時間平均分泌量は，� lOmEq，第� 14病日ころは� 20mEq，� 

20日以後は，平均� 40mEqとなり，以後分泌は安定し，

その量はほぼ一定となった(図� 13)。� 

mEq 

40 

30 

20 

10 

5 10 15 20 25 (術後日数)

図� 13. 自家遊離移植胃嚢の可滴定酸量� 

図� 10. (pH 7.0) (犬 10頭の平均)� (24時間)

第4項小括

中山式細小血管吻合器を用い

た自家遊離移植胃嚢の実験的作

製に成功した。特に，静脈吻合

の場合に，栓塞，吻合不全など

の生ずることがあるので，血管

内膜を損傷しないこと，静脈用

吻合リングを大きめのものを用

いること，動脈吻合終了後，一

度胃嚢内および吻合静脈内に血

液を流すこと，吻合血管を屈曲

させないこと，胃嚢のおかれる

皮下部分に，必要にして充分な

だけの空隙を作ることの注意が

必要である。

図� 11. 移植された胃嚢は，何ら組織
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学的異常を示さず，また，分泌機能も保持される。

移植 3日以後の胃液には，血液混入は全くなく， 20日

以後の胃酸分泌量は，平均 40mEqであり，ほぼ，一定

になった。 このことより，移植 20日後より，胃液採取

ならびに分泌機能測定を行なえばよいことがわかった。

第 3節胃嚢作製

前節の基礎的実験に従って行なった。実験動物とし

て，雑種成犬 3頭を用いた。同一犬に，順次  Heiden-

hain氏胃嚢， Gregory氏胃嚢(図 14)および遊離植胃

嚢の三つの術式を用いた。

脊髄神経一一一

自律 ~III経一一ーー 

CHeidenhain氏胃嚢)

図 14. Heidenhain氏胃嚢と Gregory氏胃嚢

第 l項 Heidenhain氏胃嚢

雑種成犬を，術前 12時間絶食した。 ぺントパノレピタ

ーノレソーダ 25mgjkg静脈麻酔下で，上腹部正中切開に

より開腹し，胃の大雪側の血管系を損傷しないようにし

て，中山式胃切除器を用いて，胃底部から大壁側の一部

に至る部分を切断する。切断面の繋膜縫合を行なう。ヵ

ニューレを胃嚢内腔に挿入し，胃液採取口を胃嚢壁より

出し，これをさらに腹壁外に出して，腹壁を閉じる。

第 2項 Gregory氏胃嚢

後述の胃酸分泌試験終了後，前項と同様に，ぺントパ

ルピターノレソーダ 25mgjkg静那麻酔下で，上腹部正中

切開により開腹する。牌動静脈の周囲組織を約 2cmに

わたり，周囲組織を含めて，血管外壁まで鈍的にたんね

んに神経剥離を行なう。この場合，血腫を作ったり，こ

通

の部分を屈曲させない。牌摘や門脈結撃を行なわない。

胃液採取口は腹壁外に出しておいて，腹壁を縫合して終

わる。

第 3項遊離移植胃嚢  

a. 自家遊離移植胃嚢 

Gregory氏胃嚢における胃酸分泌試験終了後，第 2節

第 l項の要領にて作製した。 

b. 同種遊離移植胃嚢

自家遊離移植胃嚢の分泌機能と同種のそれとを比較す

るために，雑種成犬 6頭を用いて，同一犬の自家遊離移

植胃嚢の反対側頚部に，同様な要領で，ほぼ同じような

体格の雑種成犬より，同種遊離移植胃嚢を移植作製した

(図 15) (図 16)。

同種移植の際には，拒絶反応抑制剤として，イムラン 

5mgjkg/日27〉mmm，および感染予防のために，クロ

ラムフェニコール 1gj日を 40日間連日投与した。なお，

術後 42日の胃粘膜組織像は自家および同種胃嚢ともに

正常であった(図 17) (図 18)。

第 4項小括

雑種成犬を用いて，同一犬に順次に， Heidenhain氏

自家胃嚢(右) 同移胃嚢(左)

図 15. 
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自家胃嚢(右)

同種胃嚢(左)

図 16.

胃嚢， Gregory氏胃嚢および自家遊離移植胃嚢を作製

した。雑種成犬 5頭に，両側頚部に，自家ならびに同種

遊離移植胃嚢を作製した。 術後 42日の胃嚢双方の粘膜

組織像は正常であった。

第 4節胃液採取法

次々と，同一犬に改造作製された三種類の胃嚢は，そ

の分泌について，どのような相違を示すかを検索するた

めに，一定量のいわゆる普通食による分泌の状態を， 24 

時間検討する方法 (24時間採取法)と，ある特定の刺激

を与えた場合の分泌状態を検討する方法(食餌刺激法，

ガストリン刺激法，ヒスタミン刺激法)とによって， 

Heidenhain氏胃嚢， Gregory氏胃嚢，および遊離移

植胃嚢より分泌される胃液を採取した。 

24時間採取法は，犬スタンドに立たせた実験犬の腹部

に，取入れ口と取出し口のついたプラスチック製の袋を

装置し，この取り入れ口と胃嚢のカニューレをゴム管で

連結し， 24時間ごとに，この袋に集められた胃液を採取

した。

刺激試験の場合は， 12時間絶食させ，その間，水のみ

1.体積記録装置取付口 
2.二方向タヲプ  
3.注 射 的  
4.固定板  
5.栓 
6.温湯循環口 
7. コンデ  γサージヤケヲト  
8.目盛ピベ汐ト 
9. グラ  γ プ 

10. ピペヲト(バルブ~) 

11.温度計  
12.胃嚢  
13.カニューレ  

14.腹壁  
15. プラスチヲグチューブ  
16. グ ラ ン プ

図 19. 胃液採取装置  (Schofie1d氏法)

時間の基礎分泌を測定する。次に，食餌刺激法では，牛

の肝 100gを与え，ガストリン刺激法では， F1etcher31
) 

による豚ガストリン 10mgを皮注し，ヒスタミン刺激法

では， ヒスタミン 0.2mgを皮注した32)。 そして，胃液

は，実験経過中，常に時間的推移をもって，正確な分泌

データの分析が得られること，また胃嚢の粘膜表面に酸

が残っていたり，カニューレが粘液で閉塞したりして，

実験標本採取に際して，不正確にならず，常に同一条件

下で，胃液採取ができるように， Schofield氏33)判法に

より， 30分ごとに分割採取した(図 19)。

すなわち，実験前，実験犬は， 12時間絶食し，実験中，

犬スタンドにつるして立たせる。 図 16に示すごとく，

口径 4cmのプラスチックチューブを胃嚢カニューレに

接続し，その下端には目盛ピペットを垂直に装置する。

コンデンサージャケットで包み，この中を 38
0

Cの温湯

を循環させる。ピペットの上端は 20mlの注射筒と，体

積記録器の接続口とを， 2方向コックを用いて接続する。

下端開口部は，大体胃嚢の高さにおく。胃液の流れに影

響を与えないために，プラスチックチューブとピペット

の下端開口部の口径をほぼ同じようにする。実験の開始

に当たって，プラスチっクチューブを目盛ピペットから

はずす。次に胃嚢を洗う。初め 38
0

Cの温湯，次に 380

C

の 0.005N-HClで洗う。 10ccの 0.005N-HC1をノすル

ブピペットから胃嚢に注ぎ，このチューブを再び目盛ピ

与える。犬実験台に立たせ，早朝，まず，空腹時に， 2 ペットでつなぎ，クリップをはなす。胃酸を含んだ液体
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は胃嚢から目盛ピペットに流れ込む。プラスチックチュ

ーブのクランプをはずすと，胃嚢の収縮や分泌によっ

て， ピペットの液柱は変化する。そして内容物は完全に

混合される。� 30分になると，注射筒を用いて，全液体を

胃嚢に送り込み，プラスチックチューブをピペットから

はなして，胃嚢中の液体を計量筒に注ぐ。� 30分ごとに，

新な� 0.005N-HClを胃嚢に注入して，前述の操作を繰

り返す。

第� l項	 24時間採取法

第� 2章第2節第� 3項により，� 3頭の実験犬に� Heiden-

hain民胃嚢を作製してから，� 3週間を経て，本採取を

施行した。

実験犬には総量� 300--AOOgの米飯，魚肉，あるいは，

ひき肉，野菜よりなる普通食餌を� 1日2回与えた。その

間水は充分与えた。前述の実験犬腹部に装置されたプラ

スチック製袋に集まった胃液を毎日，� 24時間採取した。

これは，� No. H-88犬，および� No. H-84犬では� 27日

間，� No. H-81犬では� 34日間採取できた。次に，後述の

刺激試験終了後，これら� 3頭の� Heidenhain氏胃嚢犬

を� Gregory氏胃嚢犬に改作した。術後� 3週を経て同様

の胃液採取を行なった。� No.H-88犬および No.H-84 

犬では� 46日間，� No. H-81犬では� 42日間採取できた。

各種刺激試験後，これら� 3頭の� Gregory氏胃嚢犬は，

遊離移植胃嚢犬に改作され，同様な要領で，胃液採取を

行なった。� No.H-88犬では� 32日間，� No. H-84犬では� 

53日間，	 No. H-88犬では� 45日間採取し得た。

第� 2項食餌刺激 法�  

24時間採取法の終了した� 3頭の� Heidenhain氏胃嚢

犬は，� 12時間絶食し，その間，水を与えた。早朝空腹時

に，犬スタンドに立たせ，� 2時間の基礎分泌を測定した。

次に，牛の肝� 100gと米飯，魚肉，野菜などの普通食

餌� 200gとを与えた。胃液は� Schofield民法により，� 30 

分ごとに分割採取した。これは� 4時間続行した。同様に� 

Gregory氏胃嚢犬，遊離移植胃嚢犬にも行なった。

第� 3項	 ガストリン刺激法

食餌刺激試験の終了した� 3頭の� Heidenhain氏胃嚢

犬を，前項同様の条件下で，� 2時間の基礎分泌を測定し

た。

次に，� Fletcherによる豚ガストリンlOmgを皮注し

た。 胃液は前述の� Schofield氏法の装置lζより，� 30分

ごとに分割採取した。 これは，� 2.5時間経続した。同様

にして，� Gregory氏胃嚢犬，遊離移植胃嚢犬にも行な

った。

第� 4項	 ヒスタミン刺激法

ガストリン刺激試験終了後，同じ条件下で，同様に� 3

頭の� Heidenhain氏胃嚢の� 2時間の基礎分泌を測定し

た。

次に，� 0.1%塩酸ヒスタミン� 0.2mgを皮注した。胃液

は，� Schofield氏法により，� 30分ごとに分割採取した。

これは� 2時間続行した。 同様にして，� Gregory氏胃嚢

犬，および遊離移植胃嚢犬にも行なった。

第� 5項小括�  

3頭の実験犬の� Heidenhain氏胃嚢，� Gregory氏胃

嚢，および遊離移植胃嚢おのおのに対して，� 24時間採取

法と，食餌刺激試験，ガストリン刺激試験，およびヒス

タミン刺激試験を行ない，� Schofield氏法に基づき，胃

液採取を行なった。� 

Schofield氏法では，実験経過中，時間的推移をもっ

て正確な胃液採取が行なわれた。また，� 30分ごとの胃液

採取操作は，データの正確さを期するために，� 2分以上

の時間を費さずに行なった。胃液採取日数および時間

は，実験犬の条件で採取に失敗したこともあり，一定と

はならなかった。

第� 5節胃酸測定法

第4節で述べた方法で採取した胃液を，次の項目につ

いて測定した。� 

1) 胃液総量� (ml) 

2) 可滴定酸濃度� (mEq/ml) 

3) 可滴定酸総量� (mEq，μEq)

胃液中に認められる粘液は，敏壁漉紙にて櫨過をし

た。採取した胃液の酸度は，電気滴定法によった。滴定

終点、は，� pH 7.0と3.0である。

第� 6節	 Heidenhain氏胃嚢たらびに自家遊離移植胃嚢

における血中ヒスタミン量

腹腔内の胃嚢から遊離されたヒスタミンは，肝で分解

されるのは，一般に考えられていることであるが35り頚

部にある胃嚢では，遊離されたヒスタミンは，大部分が

直接大循環にはいるため，再び胃嚢を刺激するのではな

いかということも考えられる。この点の消息を明らかに

するために，腹腔内に胃嚢をもっ� Heidenhain氏胃嚢犬� 

2頭L 頚部に胃嚢をもっ自家遊離移植胃嚢犬4頭を用

いて，二つの型の胃嚢について，� (1)空腹時ヒスタミン

量，� (2)食後� 1時間ヒスタミシ量，� (3)可滴定酸量を測

定した。

第� l項血中ヒスタミン測定法

測定は� Shore氏変法制によった。すなわち，� 10，，-，� 12 

Nの高濃度の� Perchloricacid，5 N-NaOHおよび食

塩を飽和した� n-butanol，n-Heptaneを用いて，� buta-
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第� 3章実験成績�  342μEq，Gregory氏胃嚢� 16398土� 3316μEq，遊離移植

第� 2章第� 2節の遊離移植胃嚢の基礎的実験にて，移植 胃嚢� 19180:t13110μEqとなり，� No. H-84犬では，

表1. 術式別胃嚢の可滴定酸量� (pH7.0) (24時間採取)

犬 胃 液 総 量 可滴定酸�  (pH 7.0) 

No. 
期 術 式 採取日数

ml 濃度� mEq川総量�  mEq 

H-88 

I 

II 

III 

Heidenhain 

Gregory 

遊離移植�  

27 

46 

32 

175.3土� 85.8 

227.6:t69.6 

473.7:t223.2 

0.128土� 0.021 23.03士� 12.45 

0.122土� 0.012 28.19土� 9.01 

0.1l2:t0.091 58.44:t31.21 

H-84 

I 

II 

III 

Heidenhain 

Gregory 

遊離移植�  

27 

46 

53 

178.3土� 109.8 

219.5士� 70.9 

483.6土� 250.1 

0.137:t0.039 24.47:t16.99 

0.135土� 0.124 27.52土� 10.91 

0.124土� 0.016 61.06:t33.21 

H-81 

I 

II 

111 

Heidenhain 

Gregory 

遊 離 移 植 �  

34 

42 

45 

188.2:t90.2 

206.8土� 67.4 

463.7:t218.5 

0.133+0.025 22.63:t11.06 

0.130士0.018 27.55土� 12.13 

0.119土� 0.045 56.26:t29.35 

no1中にヒスタミミンを抽出する。そして� O-phtha1-

a1dehyde (OPT)を用いて濃縮して，蛍光産生体を作り，

それを� spectrofluormeterで計測する。 この方法は，� 

Shore氏によれば，� 0.0005μg/ml程度の低いヒスタミ

ン濃度もとらえうる。また，鐙光の程度は， ヒスタミン

濃度に比例し，鐙光は，半時間は不変であるという。

第� 2項実験成績

同一犬での比較ではないので，個体聞の差が含まれう

ると考えられるが，腹腔内に胃嚢をもっ� Heidenhain

氏胃嚢と頚部に胃嚢をもっ自家遊離移植胃嚢もともに，

血清中ヒスタミン量は，ほぽ� 10'"'-'20μgを示し，正常値

域内にあって，差は認められなかった(図� 20)。� 

~雫I/\i ll!i ヒスシミン1止 1114

[3食fを111:i1l1Jヒス世ミンlIkN1; 

EコJlIi.背定限ほ� mEq

II 81 II--84 

遊離移ll!i¥'J先犬� I IIeideI加� in山市犬

図� 20. 血清中ヒスタミン量

以上，頚部胃嚢から遊離されたヒスタミンは，大部分

が直接大循環にはいるために，再び胃嚢を刺激するので

はないかという考えは，否定された。

後� 20日ころより，胃酸分泌が安定し，その分泌量も，

ほぼ一定となることが判明したので，移植後第� 21日か

らの成績に検討を加えた。

第� 1節� Heidenhain氏胃嚢の分泌� 

24時間採取についてみると(表� 1)，No. H-88犬で

は，� Heidenhain氏胃嚢の胃液総量は，� 175.3土85.8ml， 

これが，� Gregory氏胃嚢，さらに遊離移植胃嚢になる

と，それぞれ，� 227.6:t69.6 ml，473.7土� 223.2mlと増加

している。同様に� No.H-84犬では，� Heidenhain民胃

嚢では，� 178.3土� 109.8ml，これが� Gregory氏胃嚢，遊

離移植胃嚢になると，� 219.5土� 70.9ml，483.6土� 250.1ml， 

とやはり増加している。また� No.H-81犬においても，� 

Heidenhain氏胃嚢の� 188.2土� 90.2mlに対して，� 206.8:t 

67.4ml，463.7士218.7mんと増加を示し，� Heidenhain 

氏胃嚢の分泌が最も低い値を示しいいる。

可滴定酸濃度には変化がみられないが，総量について

みると，� No. H-88犬の� Heidenhain民胃嚢では，� 23.03 

土� 12.45mEq，これが� Gregory氏胃嚢では，� 28.19:t9.01 

mEq，遊離移植胃嚢では，� 58.44:t31.21 mEqと明らかに

増加を示している。� No.H-84犬でも，� Heidenhain氏

胃嚢の� 24.47土� 16.99mEqに対して，� Gregory氏胃嚢，

遊離移植胃嚢では，� 27.52土� 10.91mEq，61.06:t33.21 

mEq，No. H-81犬では，それぞれ� 22.63土� 11.06mEq， 

27.55:t12.13 mEq，56.26土29.35mEqと増加して，� Hei-

denhain氏胃嚢において，最も少ない分泌量を示した

(図 21)。

刺激試験では(表� 2)，食餌刺激についてみると，� No. 

H-88犬の� Heidenhain民胃嚢の可滴定酸量は，� 9308土

http:61.06:t33.21
http:58.44:t31.21
http:28.19:t9.01
http:188.2土
http:483.6土
http:219.5土
http:178.3土
http:473.7土
http:175.3土


30 遊離移植胃嚢のそれよりも低い値を呈した。また，可滴

定酸濃度においては有意の差が認められないが，その総

量は，� Heidenhain氏胃嚢より高く，遊離移植胃嚢より

20 低い値を呈した(図� 21)。

次に，刺識試験では(表� 2)，可滴定酸量は，� No. H-

81犬でみられるように，� Heidenhain胃嚢� 15695土2810 

10 
μEqに対して，� Gregory氏胃嚢� 11931士6120μEqと低

い値を示した場合もあるが，食餌刺激およびガストリン

刺激ともに，� Heidenhain氏胃嚢より高い傾向を示した

が，遊離移植胃嚢よりは，明らかに低い値を呈した(図� 

H-81 22)(図� 23)(図� 24)。

(犬の No.)

図� 21. 術式別胃嚢の可滴定酸量� (pH 7.0) 

(24時間採取)

た。いずれの実験犬においても，その分泌に有意の差は

認められなかった(図� 24)。

第2節� Gregory氏胃嚢の分泌� 

Gregory氏胃嚢の分泌は，まず，� 24時間採取では(表� 

1)，その胃液総量は，� Heidenhain氏胃嚢よりも高く，

表� 2. 術式別胃嚢の可滴定酸量� (pH7.0) (μEq) (刺激試験)

犬� No.1期|術 式|対照�  (2) I食餌刺激�  (4) Iガストリン刺激州ヒスタミン刺激�  (2) 

H-88 

I 

II 

III 

Heidenhain 

Gregory 

遊 離 移 植 �  

292::t75 

262::t62 

440::t331 

9308士� 342 

16398::t3316 

19180土� 13110 

2243士� 1367 

2636土� 535 

2946::t2374 

2388士� 7 

2564士� 1545 

1865::t353 

H-84 

I 

II 

III 

Heidenhain 

Gregory 

遊離移植�  

327::t166 

254土� 89 

504::t268 

9448::t2042 

9565::t9307 

11396j: 4317 

I043::t636 

1692+ 941 

2187::t1717 

1857士� 79 

1714土� 1014 

2154土� 681 

H-81 

I 

II 

III 

Heidenhain 

Gregory 

遊離移植�  

278土� 103 

345::t157 

472::t62 

15695士� 2810 

11931j: 6120 

18684+ 438 

782土� 100 

2294土� 217 

3220土� 64 

2406::t301 

1819j: 626 

2317::t 124 
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Heidenhain氏胃嚢の� 9448土� 2042μEqに対して，� Gre-

gory氏胃嚢，遊離移植胃嚢はそれぞれ，� 9565j:9307 

μEq，11396j:4317μEq，No. H-81犬では，それぞれ，� 

15695士2810μEq，11931土� 6120μEq，18684::t438μEq， 

となり，明らかに増加し，� Heidenhain氏胃嚢が最も少

ない分泌量を示した(図� 22)。 また，ガストリン刺激試

験では，� No. H-88犬では，� Heidenhain氏胃嚢� 2243j: 

1367μEqに対して，� Gregory氏胃嚢，遊離移植胃嚢は，� 

mEq 

60 

Z221期Heidenhain氏

胃褒


ト

図

口

H Y

γ
議

嚢

植 

氏

胃

胃

明

。

路

門

出

回

遊

通� 

2636::t535μEq，2946::t2374μEq，No. H-84犬では，

それぞれ� 1043土636μEq，1692j:941μEq，2187j:1717 

μEq，No. H-81犬では，それぞれ� 782j:100μEq，2294 

::t217μEq，3220士46μEqとなり，漸次増加を示し，

これまた，� Heidenhain氏胃嚢が最も低い分泌量を呈し

た(図23)。

一方，ヒスタミン刺激では，� Heidenhain氏胃嚢，� 

Gregory氏胃嚢，および遊離移植胃嚢の可滴定酸量は，� 

No. H-88犬では，それぞれ，� 2388::t7μEq，2564::t1545 

μEq，1865j:353μEq，No. H-84犬では，� 1857士� 79μEq，� 

1714士� 1014μEq，2154::t681μEq，No. H-81犬では，� 

2406::t301μEq，1819j:626μEq，2317::t124μEqであっ

( ")数字:時間
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図� 22. 術式別胃嚢の可滴定酸量� (pH7.0) 

(食餌刺激) (4時間)� 

~ lJUJH副enh剖n.m 'l~'~ 

Eヨn fI Gregory氏宵'翼
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図� 23. 術式別胃嚢の可滴定酸量� (pH7.0) 

(ガストリン刺激) (2.5時間)

第� 3節 自家遊離移植胃嚢の分泌

自家遊離移植胃嚢の分泌は，� 24時間採取では(表� 1)，

胃液総量において，� No. H-88犬をみても，� Heidenhain 

氏胃嚢� 175.3:t85.3 ml，Gregory氏胃嚢� 227.6土69.6ml 

に対して，� 473.7土223.2mlと，はるかに高い値を呈し，� 

~I 期 Heidenhain 氏胃褒 
f1Eq 

氏胃嚢II "Gregory-:j'，1::" 

3000 仁コ� III fI 遊離移闘褒�  

2000 

i;;j:rdIII 

1000 

H-81 

(犬の No.)

図� 24. 術式別胃嚢の可滴定酸量� (pH7.0) 

(ヒスタミン刺激) (2時間)� 

No. H-84犬でも，� 483.6土250.1ml，No. H-81犬でも，� 

463.7土218.5mlと，他の二つの胃嚢の分泌の� 2.........3倍量

の増加を示した。

可滴定酸総量では，� No. H-88犬で，� 58.44:t31.21 

mEq，No. H-81犬で� 56.26:t29.35 mEqと他の二つの

胃嚢の� 2倍以上，� No. H-84犬では，� 61.06士33.21mEq 

と3倍近くの分泌量を呈した(図� 21)。

刺激試験では(表� 2)，可滴定酸量は，食餌刺激，ガス

トリン刺激ともに，最も高い値を示した。

ヒスタミン刺激試験では，有意の差はない(図� 22)(図� 

23)(図 24)。

第 4節 同種遊離移植胃嚢の分泌

両側頚部の同種ならびに自家遊離移植胃嚢の遊離塩酸

分泌量を，移植後より採取測定して，比較検討するに，

移植後� 3週間ないし� 4週間の拒絶反応を起こしかけた時

期を除いては，双方ともほぼ同様の値を得た(図� 25)。

第� 5節小括

同一犬に，順次に，三つの異なったタイプの胃嚢を作

製して，それらの胃嚢聞の分泌について，比較検討し

た。したがって，また，個体差による成績の相違はな� 

、。U

いずれの実験犬においても，� 24時間採取法，食餌刺激

試験，ガストリン刺激試験においては，� Heidenhain氏
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図� 25. 両側頚部胃嚢移植による遊離塩酸

分泌機能の比較

胃嚢から� Gregory氏胃嚢さらに遊離移植胃嚢へとなる

に従って，胃酸総量および濃度は増加したが，遊離移植

胃嚢期は，最も顕著に増量を示した。

スタミン刺激試験では，有意の差は認められなかっ

自家遊離移植胃嚢と同種のそれとを比較するに，拒絶

反応が起こりかけたとみられる時期を除いては，双方と

も同程度の分泌を呈した。

第 4章考 案

胃酸分泌は，神経にどのように支配されているかとい

うことについては，これまで内外の研究者により，多く

の報告がある。� 1897年� Pavlovの迷走神経を主体とし

た神経性胃分泌機序の究明は有名である。そして，胃分

泌の研究は，胃酸の研究であった。また，神経性胃分泌

機序の研究は，神経を除外した，多くは迷走神経を除外

せんとした胃嚢犬による研究であった。胃における神経

の解剖学的分布について考えるに，迷走神経は，噴門部

ならびに小雪側より，前後壁ともに大湾側に向かつて分

布しており，また，血管に沿って交感神経が胃にはいり

通

込んでいることも認められている。腹部迷走神経は，腹

腔神経叢に分枝していることが立証されているので，当

然迷走神経が血管に治って交感神経とともに分布しう

る。

古来，多くの研究者は，神経を除外して胃嚢を作製し

ようと魔心してきた。� Ivy，Farrellは，犬の乳腺部に胃

嚢を作製し，一期手術後 2~4 週後に，従来の主要血管

を切断して，腹部神経を完全に除外した胃嚢犬を二期的

に作製したが，周囲の皮下組織よりの新生血管からは胃

嚢に充分な血液の供給はできず，結局，胃粘膜の萎縮を

きたし，遊離塩酸はみられず，また最高胃液分泌量は，� 

1時間 2.3ml，平均 1時間� 1.5mlとほとんど正常な胃分

泌も行なわれずに，機能は衰退した。� Lim，Loo-Liu 

は，アルミニューム製のチューブを用いて，直接血管吻

合を行ない，頚部に遊離移植胃嚢を作製し，完全に神経

支配を切断しようと試みたが，胃分泌機序究明にまで至

らず試みは不成功に終わった。また，これまで，完全に

神経を除外した胃嚢とされてきた� Heidenhain氏胃嚢

は，本研究第 2章第� l節第� 1項に示したごとく，血管に

沿って神経がはいり込み，神経除外の点では，解剖学的

見地より不完全である。 また，� Gregory氏胃嚢は，本

研究第� 2章第� l節第2項で述べたが，神経除外という点

では，これまた，不完全で、あると思う。すなわち，この

場合，血管外膜まで剥離しなければ，当然神経の完全剥

離は期し難いが，実際問題として，ここまで施行してみ

ると，血管周囲に血腫が生じたり，血管損傷のため，胃

嚢の循環障害や，化膿の症例が，かなり生じた。� Gre-

gory氏は血管の損傷がなく，神経の除外は容易である

と述べているが，完全に神経剥離ができたつもりで，解

剖学的に神経の検索を行なってみると，不完全な剥離

の場合が多くみられた。また，小範囲の切離であるの

で，時間の経過によって，神経の再生する可能性も考え

られる町。著者は，今回，中山式細小血管吻合器を用い

て，胃嚢を頚部に遊離移植することを創案し，作製し得

た。これは少なくとも，腹部の自律神経は全く除外さ

れ，粘膜細胞も，何ら変化はなく，機能も衰退しなかっ

た。

さらに，この遊離移植胃嚢を用いて，神経性胃分泌機

序について，知見を得た。すなわち，� 3頭の雑種成犬を

用いて，同一犬に� Heidenhain氏胃嚢，� Gregory氏胃

嚢，さらに遊離移植胃嚢を順次に，改造，作製し，おの

おの胃嚢期において，胃酸を，� 24時間採取法，刺激試験

法(食餌刺激，ガストリン刺激， ヒスタミン刺激)によ

って，採取し，その総量，濃度を測定比較した。� 

24時間採取法では，採取日数は，実験犬の状態で，不
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定となったが，� 3頭の実験犬において，胃液総量および

可滴定酸量は，� Heidenhain民胃嚢が，� Gregory氏胃

嚢になると，やや増加したが，それが遊離移植胃嚢にな

ると，著しく増加した。

可滴酸濃度はほとんど変らない。

同一犬に，これら三つのタイプの胃嚢を，順次に改作

したので，個体聞の差はない。

次に，刺激試験では，食餌刺激試験，ガストリン刺激

試験ともに，可滴定酸量は，� Heidenhain 氏胃嚢が，� 

Gregory氏胃嚢になると，やや増加する傾向にあった

が，それが遊離移植胃嚢になると，著しく増加した。す

なわち，神経除外の程度が高まるにつれて，あるいは，

神経除外が完全になると，胃嚢よりの胃酸分泌量が増加

した。このことは，血管に泊って，胃嚢にはいり込んで、

いる神経が，胃酸分泌に対して，抑制的に作用している

といえるであろう。

今，この血管に泊って胃嚢にはいり込んでいる神経

を，解剖学的に考えてみるに，脊髄神経と，主として，

腹腔神経叢からの自律神経であろう。しかも，その自律

神経は，わずかの副交感神経を含む交感神経が主体をな

すものと考えうる。この観点に立つならば，本研究にお

いて，完全に神経を除外した胃嚢を作製したことから，

交感神経からの影響を断ったと結論しうれば，交感神経

の支配をたつことは，胃酸分泌が増加すると結論しうる

ことになる。

交感神経切除による胃酸分泌に及ぼす影響につい

て，� Shaffer Ki ttle39
)，Ober helman-Wood ward-Smi th-

Dragsted t40)らは，胃塩酸度は上昇したと述べ，� Brown 

41)，Lewis42)は，不変であったと発表し，� Baxter叫は，

わずかに低下したと報告している。

ヒスタミン刺激試験では，いずれの実験犬において

も，三つの胃嚢聞に，その分泌に有意の差は認められな

かった。ヒスタミンは，体液性に壁細胞に作用し，胃分

泌細胞を刺激するものと解釈されているが町内，本研究

において，完全に迷走神経および交感神経の影響から断

った場合，ヒスタミンの胃酸分泌に及ぼす影響は不変で

あった。迷走神経を切除した際のヒスタミンの胃酸分泌

Ober凶helma叩n

断後，標準量のヒスタミンを投与した場合に，その胃酸

分泌は，極端に減少すると述べ，� Dragstedt48)らは，さ

らに� 27mEqも分泌された遊離塩酸が，迷走神経切断後

のヒスタミン刺激下では，� 5.5mEqより分泌されなかっ

たと発表している。また，阿部刊〉はわずかに減少すると

述べている。一方，� Berger50)や� Moore51)均は，ほとん� 

ど影響がなかったと述べている。迷走神経切断後の，ヒ

スタミン刺激下における胃酸分泌におよぼす影響につい

ては，研究者により，その結果は，不定で、あるが，この

語

ことについて，大井川，御手洗53)らは，迷走神経切断後

早期では，空腹時においても，迷走神経切断後の胃酸分

泌低下時に特徴的な像であるところの，細胞中糸粒体が

膨化，融合し，空胞をかこみ，網眼状を呈することが多

く，迷走神経切断後� 1ヵ月以後では，正常犬の空腹時と

同様な所見，すなわち，中等大の穎粒状糸粒体が主とな

ると述べ，したがって諸家の成績は，術後日数を経てい

ない比較的短期間における測定のため，不定の結果が得

られたのではないかと述べている。

自家ならびに同種遊離移植胃嚢犬は，� 40日以上生存し

たものは，� 6頭中� 4頭であった。 これらの胃嚢分泌量お

よび濃度は，自家ならび同種ともに同程度であった。拒

絶反応抑制のためには，イムラン� 5mgjkgj日ならびに

感染防止のために， クロムフェニコーノレ� 1gj日を連日使

用した。なお，死亡した� 2頭は，いずれも術後� 6日目

で，胃嚢分泌量もほとんど少なく，血性となり，さら

に，手術野に感染がみられた。これら死亡例では，自家

移植胃嚢の分泌は，血性ではなかったが成功犬に比し

て，やや減少の傾向にあった。

以上，著者は，直接血管吻合法により，完全に神経を

除外した胃嚢を創案作製し得，さらに，完全に神経を切

断した場合の胃嚢分泌機序について検索し，知見を得� 

T乙。

第� 5章 結

1. 中山式細小血管吻合器を用いた直接血管吻合法に

より，完全に腹部神経を除外した自家ならびに同種遊離

移植胃嚢を作製し得た。� 

2. 自家遊離移植胃嚢は，移植後，その粘膜細胞に何

ら変化はなく，その遊離塩分泌は，移植後，漸次増加

し，� 20日以後は，ほぼ一定となった。� 

3. 同一犬に順次に，� Heidenhain氏胃襲，� Gregory 

氏胃嚢，および自家遊離移植胃嚢を作製，改造，移植し

に及ぼす影響に関しては，� St均� 句 訂r白eln..:Meye45町め〉刊向)う，Drgst出t-早戸邦� 白ed て，� 24時間採取ならびに，食餌刺激，ガストリン刺激，

ヒスタミン刺激による遊離塩酸分泌成績を比較した。� 

Heidenhain氏胃嚢が� Gregory氏胃嚢になると，分

泌量はある程度増加し，� Gregory氏胃嚢が頚部に，自

家遊離移植された場合，分泌量は著しく増加した。ただ

しヒスタミン刺激試験では，有意の差は認められなかっ

た。� 

4. 同一犬両側頚部自家ならびに同種移植胃嚢の分泌
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能は，同一レヴェ lレを示した。� 

5. 以上，腹部神経を完全に除外した遊離移植胃嚢

は，胃分泌機序解明に有力な手段を提供し得たものと考

える。

稿を終わるに臨み，御懇篤な御指導と御校闘を賜

わった，佐藤博教授に謹んで謝意を表わすとともに，

終始，御指導御鞭捷を賜わった広田和俊講師ならび

に教室の諸先生i乙深甚の謝意を表します。

(本論文の要旨は，第 431固ならびに第� 445回千葉 


医学会例会および，第� 3回日本移植学会総会(1967)


において発表した。)
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